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研究要旨  

がん治療の JNCDB を構築するに当たり、放射線治療の施設間の質的差異を

客観的に評価する必要がある。前立腺癌 IMRT を取り上げ物理データ項目の質

的評価を行った。DVH 項目の入力に前提となるプロトコルや輪郭など、施設間

での差異を解析した。また、共通 DB と前立腺癌の整合性と feasiblity も検討し

た。 

 
 
Ａ．研究目的 

    JNCDB では放射線治療の質を客観的に

評価する必要がある。施設間での差異を捨象

するため、より一般的でかつ必須のデータ項

目への見直しが求められた。前立腺癌 IMRT

取り上げ、診療内容の質的評価が可能となる

DVH の物理データの検討を行った。 

前立腺癌 JNCDB にて考慮されるデータ項

目のうち、DVH の関連データについて、施

設間の相違点を洗い出した。 

基本がん登録DBと、各臓器DBの整合性、

および feasibility も検討した。 
 

Ｂ．研究方法 
 高精度放射線治療についての関連班会議（中

村班）での調査を通じて入手したデータのうち、

前立腺癌 JNCDB にも関係する IMRT 項目のう

ち、標的体積（GTV、CTV、PTV）、処方線量、

OAR 体積、処方線量について、2 施設間の差異

を解析した。DVH 項目の入力に前提となる施設

間での標的・危険臓器の輪郭の差異を捨象する

ため、同一観察者による輪郭を取り直し、施行

した治療の Dicom data を適応する事により、

DVH データを算出し直した。 

基本 DB に属する項目と、前立腺癌 DB につい 

 

て、重複するもの、相違するものを洗い

出した。5 例ほどを実際に入力し、以前の

DB との比較から、feasibilty も検討した。 

   （倫理面への配慮） 

  倫理面に関する個人情報への扱いは 

最大限配慮した。氏名や生年月日、年齢 

施設名の表示を避け、慎重に解析した。 

 

Ｃ．研究結果 

前立腺癌の GTV、CTV、PTV、OAR(直

腸・膀胱)の体積において、PTV と OAR

の施設間の差が大きかった。特に PTV は

前立腺輪郭で施設間の差が大きく、精嚢

の輪郭範囲の相違が影響していた。処方

線量 PTVのD95 (Gy)には差が少なかった。 

 前立腺癌 JNCDB は基本 JNCDB とは属

性、TNM、投与線量などで重複はあった

ものの、概ね独立した内容となっていた。

以前の DB に比べ項目も減っており 1 症

例当たりの入力時間も５分前後と、短か

った。 

 

Ｄ．考察 

 基本 JNCDB データ項目の解析の際、そ
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の前提として、施設間のプロトコル、輪郭

法を明らかにして、その差異を客観的に把

握することが前提であることが分かった。 

基本 DB と前立腺癌 DB とは必須項目の

一部に重複はあったものの、矛盾はなく整

合性は良く取れていた。調査項目も以前よ

り厳選されており、feasibility は良好であっ

た。 

 

Ｅ．結論                                 

 JNCDB の解析には、多施設間のプロト

コルの差異、その施設毎の治療計画手法の

違いをしっかり認識する必要がある。 

基本 DB、前立腺癌 DB とも項目は厳選

されており、両者の整合性も保たれており、

feasibility は良好であった。 
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